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令和８年９月９日記者会見に係る別紙資料

奈良県生駒市

“学研高山地区に「首都機能のバックアップ施設の集積を目指します”について



Ⅰ 施設誘致に向けた今後の具体的取組
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 学研高山地区第２工区マスタープラン(R4.6)の土地利用方針を基
に作成。

 各個別地区の計画に際しては、本土地利用計画の考え方を基本に、
地権者意向や事業アドバイザーの意見、立地等検討企業の業種等
に留意のうえ作成を行う。

 土地利用種別の位置･面積規模については、柔軟に対応する。



Ⅰ 施設誘致に向けた今後の具体的取組
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 文化学術研究施設

 研究開発型産業施設

 文化・学術・研究の成果をいかす産業施設や生産施設

 住宅施設

 都市的サービス施設

 レクリエーション施設

 首都機能のバックアップにつながる国の施設 ・ ・ ・ 誘致に向けた新たな取組
次ページ以降で説明

・立地等検討企業エントリー

・企業への事業PR、周知

・立地誘導戦略検討調査

・奈良先端大との連携

・国の施策動向把握

誘致すべき主な施設 誘致に向けた現在の取組



Ⅱ 首都機能のバックアップにつながる国の施設誘致

「国家社会機能継続性確保施策及び副首都の整備に係る施策の推進に関する法律」
（副首都法）の概要

令和８年７月３１日 副首都法 公布 （３月を超えない範囲内において政令で定める日から施行）

 ＜法の目的＞
• 首都直下地震などの大規模災害に備えて、国家・社会の重要な機能を途切

れさせない。
• 東京一極集中を緩和し、多極分散型の国土・経済構造に転換する。

 ＜副首都の定義と役割＞
• 東京圏で大規模災害などが発生し、首都中枢機能が十分に果たせない時

に、その機能を代替する拠点
• 平時から多極分散型経済圏の中核として機能する地域

 ＜首都中枢機能代替地域の定義＞
• 大規模災害時のバックアップに特化した地域
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大阪の優位性と課題

「大阪」は、経済や人口規模に加え、交通・空港・港湾などが発達しており副首都の

筆頭候補地である

しかし、・・・湾岸部での、防災、バックアップ機能に課題

災害に強い内陸都市（けいはんな学研都市）にも首都中枢機能の集積が重要。

「けいはんな学研都市」と「大阪」の連携が、国土の健全な発展につながる

けいはんな学研都市第５期ステージプラン～ポスト万博シティけいはんな～ 令和８年３月策定

取組の柱 「関西の成長に寄与する東西軸等の他の拠点との広域連携」

万博開催地の「夢洲」と「けいはんな学研都市」を結ぶ“東西軸”を中心とする他の拠点等とも連携しながら、

迅速な実証・実装等を進める。

Ⅱ 首都機能のバックアップにつながる国の施設誘致
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Ⅲ 副首都に必要な機能と「けいはんな学研都市（学研高山地区）」の優位性

(１)地震に強く、津波の心配がない「災害に強い“けいはんな学研都市（学研高山地区）”」

 大規模地震や津波、洪水や土砂災害のリスクが低い！

最上流部に位置する高台(丘陵地)洪水のリスクが低く、津波に対するリスクは無い。

 災害時にも途切れにくい多重化が可能な情報通信インフラ！

近傍に大規模変電所が立地し電力の安定供給が可能。都市部からの距離が３０ｋｍ圏内で、
データ処理の遅延が少ない。近傍に通信ケーブルが既に敷設。

 国会、官庁街、住宅などを一体的に整備できる一団でまとまった土地

広大な未利用地（約288ha・市街化区域）であり、ゼロベースでデザイン可能。

 円滑な用地取得が可能な地域
大阪市内と比べて地価が低い。約２８８ｈａのうち、約６割(約１６０ｈａ)を生駒市が所有。

２８８ｈａの区域内すべての境界確定済み（新たな土地取得による境界確定作業は実質不要）

(２)地下シェルターなど各種の有事に強い総理官邸、省庁、国会等の建設が可能

副首都に必要な機能

■行政・危機管理機能（大規模災害時の代替え機能） けいはんな

政治機能
・国会審議を最低限続けられる議場・委員会室や、議員会館の代替施設など

行政機能
・内閣官邸・省庁の災害時代替庁舎、危機管理センター、政策立案機能を持つ庁舎群

司法機能
・最高裁など主要裁判所の代替法廷・事務局機能

■経済中枢機能 関西圏 （けいはんな）

国内外の企業本社や金融機関の集積
国際ビジネス・投資の拠点
イノベーションやスタートアップ支援

■国際交流機能 関西圏 （けいはんな）

国際空港・港湾
外国公館や国際会議（MICE）の開催能力
海外企業・人材を受け入れる環境

■交通・物流機能 関西圏・けいはんな

新幹線・幹線鉄道、高速道路・高規格道路
空港を結ぶ広域交通網
全国・海外との物流ネットワーク

■学術・研究機能 関西圏・けいはんな

大学・研究機関の集積
産学官連携による技術開発
高度人材の育成

■情報・通信機能 けいはんな

高速通信インフラ（冗長なネットワーク）
データセンター、重要サーバ群

■情報発信・メディア機能

情報拠点
放送局やコンテンツ産業
デジタルメディア

■都市生活機能 関西圏・けいはんな

医療・教育・文化施設
多様な住宅・商業施設
外国人も暮らしやすい生活環境

（平時の多極分散型経済圏への対応）

けいはんな学研都市（学研高山地区）の優位性

• 鉄道では、関西圏と沿線地域との連携拡大、国土軸の多重化、東京一極集中の是正の観点か
ら、北陸新幹線や、リニア中央新幹線の新駅設置が計画され、交通ネットワークの整備により、
都市間の連携が強化される。

• けいはんな学研都市周辺には、国土軸である新名神高速道路、その接続道で関西大環状道路
を形成する京奈和自動車道、第２京阪道路を介して関西国際空港や大阪湾ベイエリアとの広域
ネットワークを形成する淀川左岸線などの高速道路網の整備促進が図られている。

• また、大阪圏の産業集積地とけいはんな学研都市を東西に結ぶ学研都市連絡道路（国道163
号バイパス）の整備など、主要アクセス道の整備促進が図られている。
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国土交通省近畿地方整備局
「近畿ブロック 広域道路ネットワーク計画図」
を参考に作成

高規格道路

事 業 中

調 査 中
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(３)関西各主要都市との連携が可能な交通ネットワーク

道路交通ネットワーク

鉄道ネットワーク

関西圏 （けいはんな）

奈良生駒高速鉄道HP

•けいはんな学研都市は、大阪中心部と大阪メトロ中央線・近鉄けい
はんな線が直通運転されており、学研高山地区の最寄り駅である学
研北生駒駅から大阪の官庁街まで３０分 6

出典：奈良生駒高速鉄道株式会社ＨＰ
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国立国会図書館
関西館

けいはんな
プラザ

Shimaｄzu
みらい共創ラボ

国際電気通信
基礎技術研究所（ATR）

京セラ
けいはんな
リサーチセンター

サントリーワールド
リサーチセンター

NTTコミュニケーション
科学基礎研究所

ニデック
生産技術研究所

国立大学法人
奈良先端科学技術大学院大学

高山サイエンスプラザ

オムロン
京阪奈イノベーションセンタ

国際高等研究所

地球環境産業技術
研究機構

情報通信研究機構
（NICT）

三菱UFJ銀行
関西ビジネスセンター

Burley plus

参天製薬㈱
奈良研究開発センター

日阪製作所

芦田製作所

上六印刷

けいはんなオープン
イノベーションセンター
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Ⅳ 具体的な「けいはんな首都機能バックアップ施設集積」のイメージ

近鉄けいはんな線

学研高山地区
南エリア

学研北生駒駅

学研高山地区第２工区

学研精華・西木津地区
学研高山地区
ゲートエリア

(東)

学研高山地区
ゲートエリア

(西)

首都中枢機能
集積エリア

けいはんな学研都市の中心地区である「学研高山地区」に首都機能のバックアップ施設の集積を図り、
「首都中枢機能代替地域」を目指す‼

7撮影 平成26年4月

公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構HPを基に作成



奈良県
京都府

精華・西木津地区

高山地区

更なる拡張可能

更なる拡張可能

首都中枢機能の集積イメージ（学研高山地区）

(都)高山東西線の速やかな整備を目指す

次世代交通システム（構想）

イメージ

(未整備区間)

学研高山地区
学研精華・西木津地区

 一団でまとまった土地の確保ができる

 学研高山地区と学研精華西木津地区を(都)高山東西線で
結び、首都中枢機能代替地域を形成することが可能

行政・危機管理機能

地下シェルターや危機管理センターを
地下に設置するなど、道路整備や新た
な土地造成と合わせた計画が可能

Ⅳ 具体的な「けいはんな首都機能バックアップ施設集積」のイメージ

けいはんな学研都市は、首都機能の一翼を担うエリア‼

「学研高山地区」なら、首都機能のバックアップ施設の集積も可能‼ 8



Ⅴ 今後について
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今後は、奈良県・関西文化学術研究都市推進機構・

けいはんな学研都市エリアの府県市町村・国土交通省をはじめ

とする政府関係者・その他関係機関との調整を進め、

「学研高山地区」を「首都中枢機能代替地域」として、

首都機能のバックアップ施設の集積を目指します。


